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様式第７号（第10条関係）

　※確認の上、□に✔印を記入してください。

□

□

都道
府県

市区
町村

※

※

※

現住所

〒　　　　　－

申請にあたって、私は以下の事項を確認し、理解しています。

大学等における修学の支援に関する法律による
授業料減免の対象者の認定の継続に関する申請書

　　年　　月　　日

公立大学法人岩手県立大学理事長　殿

　私は貴学（貴校）に対し、大学等における修学の支援に関する法律による授業料減免の継続を申
請します。

所属学部・
学科等

学籍番号

　この申請書の記載事項は事実と相違ありません。なお、申請書の記載事項に事実と相違が
あった場合、認定を取り消され、減免を打ち切られることがあるとともに、在学する学校にお
いて減免を受けた金額の支払を求められることがあることを承知しています。

　授業料等減免の対象者の認定手続きにおいて、独立行政法人日本学生支援機構（以下、「機
構」という。）を通じ、岩手県立大学が機構の保有する私の給付奨学金に関する情報の送付を
受けること及び機構が岩手県立大学の保有する私の授業料等減免等に関する情報の送付を受け
ることに同意します。

※以下のすべての項目を申請者本人が記入してください。（＊を附した項目については、該当者の
み記入すること。）

　
申
請
者

フリガナ

入学年月 　　　年　　月入学
氏　名

生年月日 （西暦）　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生　（　　　　歳）

　給付奨学金を受給しておらず、「機構の給付奨学金に関する情報」の欄を記入できない場合は、別紙１
の提出が必要です。家計急変による申込を行う場合は、あわせて別紙２の提出が必要です。（給付奨学
金をあわせて受給している場合は、別紙１～３の提出は不要です。）

学　年 昼間・夜間・通信の別 　□昼（昼夜開講を含む）　□夜　　□通信

日本学生支援機構の給付奨学金に関する情報

給付奨学金の奨学生番号

　日本学生支援機構の給付奨学金を併せて受けていただくことが基本です。「日本学生支援機構の給
付奨学金に関する情報」の欄を記入できない場合は、別紙を必ず提出してください。

　申請書に記載された内容及び提出された書類の情報は、授業料等減免の認定及び本学が実施する
経済支援のために利用します。また、今後の授業料等減免制度の検討のため、統計資料の作成に利用
する場合がありますが、作成に際しては個人が特定できないように処理します。



様式第８号（第 11 条関係） 

 

第  号 

  年  月  日 

 

             様 

 

公立大学法人岩手県立大学理事長 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律による 

授業料等減免認定結果通知書 

 

     年  月  日付で申請のあった授業料等の減免について、対象者に認定し、下記の

とおり授業料等の減免を行いますので通知します。 

 

記 

１ 減免区分 

  □ 第Ⅰ区分 （満額の支援） 

  □ 第Ⅱ区分 （満額の２／３の支援） 

  □ 第Ⅲ区分 （満額の１／３の支援） 

 

２ 上記減免区分が適用される期間 

      年   月 ～    年   月 

 

３ 減免額 

  入学料          円 

  授業料          円（    年   月分 ～    年   月分） 

 

４ 減免後の納付額 

  入学金          円 

  授業料          円（    年   月分 ～    年   月分） 

 ※  月  日までに        円を納付してください。 

 

５ 還付する額 

  入学金          円 

 

 



様式第９号（第 13 条関係） 

 

第  号 

  年  月  日 

 

             様 

 

公立大学法人岩手県立大学理事長 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律による 

授業料等減免の認定取消通知書 

 

     年  月  日付   第  号により通知した授業料等減免対象者としての認定に

ついて、大学等における修学の支援に関する法律施行規則第 15 条第１項及び第 16 条に基づき

下記のとおり取り消しますので通知します。 

 

記 

１ 認定取消により減免を行われないこととなる月 

       年   月 

   

２ 認定取消の事由 

  □ 偽りその他不正の手段により授業料等減免を受けた。 

  □ 適格認定における学業成績の判定の結果、下記に該当した。 

      □ ア）修業年限で卒業又は修了できないことが確定 

      □ イ）修得した単位数等の合計数が標準単位数の５割以下 

      □ ウ）学修意欲が著しく低い状況 

      □ エ）警告の区分に該当する学業成績に連続して該当 

      □ オ）上記ア）～エ）に該当し、かつ学業成績が著しく不良と認められ、 

そのことについて災害、傷病その他のやむを得ない事由があると認められない 

  □ 懲戒としての退学又は停学（期限の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けた。 

 

３ 認定取消に係る納付額 

  入学金          円 

  授業料          円（    年   月分 ～    年   月分） 

 ※  月  日までに        円を納付してください。 

 

 

 



様式第 10 号（第 11 条関係） 

 

第  号 

  年  月  日 

 

             様 

 

公立大学法人岩手県立大学理事長 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免の 

適格認定における学業成績の判定結果通知（警告） 

 

 大学等における修学の支援に関する法律施行規則第 15 条に基づき   年度  期の適格認

定における学業成績の判定を行った結果、下記のとおり判定されましたので、施行規則第 15 条

第３項に基づき通知します。 

 次回の適格認定における学業成績の判定において、下記の状況が改善されていない場合、認定

を取り消す（授業料等減免を終了する）こととなりますので、申し添えます。 

 

記 

 

 ［判定の結果］  警告 

   事由    □ 修得した単位数等の合計数が標準単位数の６割以下 

         □ ＧＰＡ等が学部における下位４分の１に該当 

         □ 学修意欲が著しく低い状況 

 



様式第 11 号（第 14 条関係） 

 

第  号 

  年  月  日 

 

             様 

 

公立大学法人岩手県立大学理事長 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免対象者としての 

認定の効力の停止に関する通知 

 

     年  月  日付   第  号により通知した授業料等減免対象者としての認定に

ついて、大学等における修学の支援に関する法律施行規則（以下「施行規則」という。）第 18 条

第１項に基づき、下記のとおり認定の効力を停止しますので通知します。 

 

記 

１ 認定の効力の停止により、減免を停止する期間 

        年   月 ～    年   月（予定） 

２ 事由 

  □ 日本国籍を有しておらず、支援対象となる在留資格等を有しなくなった。 

  □ 休学を認められた。（    年   月～    年   月（予定）） 

  □ 停学（３月未満の期間のものに限る。）または訓告の処分を受けた。 

  □ 適格認定における収入額・資産額の判定の結果、授業料等減免対象者及びその生計維

持者に係る直近の減免額算定基準額又は資産の合計額がそれぞれ施行規則第十条第二項

第三号イ又はロに定める額に該当しなくなった。 

  □ 本学が定める日までに減免継続願を提出しなかった。 

  □ 認定の効力の停止について本人から申し出があった。 

 

３ 停止期間に係る授業料等の納付 

  授業料        円（    年   月分～    年   月分） 

 ※  月  日までに      円を納付してください。 



様式第 12 号（第 14 条関係） 

 

大学等における修学の支援に関する法律による 

授業料等減免の停止の解除（支援の再開）申請書 

 

年   月   日 

 

 公立大学法人岩手県立大学理事長 様 

 

 

 大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免について、以下のとおり認定の効

力の停止を解除し、支援を再開するようお願いします。 

フリガナ  

入学 

年月 
年   月 氏  名  

学籍番号  

所属学部・学科等  学 年  

 

 

減免の停止の始期                       年    月 

停止の解除（支援の再開）を希望する年月            年    月 


